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＜本件に関するお問い合わせ＞

自己治癒型液体補修材による
コンクリートひび割れ補修実証実験を実施しております

２０２１年９月７日（火）

北海道エアポート株式会社

お 知 ら せ

北海道エアポート株式会社（本社：北海道千歳市、代表取締役社長：蒲生猛）は、會澤高圧

コンクリート株式会社（本社：北海道苫小牧市、代表取締役社長：會澤祥弘）と協力し、同社の自己

治癒型液体補修材「Basilisk（バジリスク）ＥＲ７」を使用したコンクリートひび割れ補修実証実験を

新千歳空港内の駐機場で実施しております。

バクテリアの代謝活動を利用する本補修材により、コンクリートの劣化の進行を遅らせることで、

駐機場施設などの維持修繕にかかる負担の軽減ならびにライフサイクルの延長が期待されます。

当社は北海道発となるこの新素材の活用により、環境に優しく、安全・安心な空港運営を目指し、

今後も「Basilisk（バジリスク）」の導入に向けて実証実験に取り組んでまいります。

※商品に関する説明は別添資料をご参照ください。

ひび割れ部分が徐々に塞がれ、
「Basilisk ＥＲ７」の効果が
表れてきた状況

実証試験の実施状況 ひび割れ補修作業前

空港計画部 技術課 ０１２３－４６－２９９０（代表）




